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１ パーソナルトレーニングのための個別学習計画

一律・一斉による受動的な学習環境
→ 自分の学びをデザインすることはできない

（１）今までの時間割は…

（各教科の標準授業時数）÷ 35 ≒週当たりの時数

→ 教科書会社の単元配当計画表をもとに
年間指導計画を作成する。
そして、月（週）の時間割を作成して、
子どもたちに配付







～教科書会社の単元配当計画表～



～年間指導計画表～ ～週の時間割～



子どもたち一人一人の学習内容と学習計画が更新され続ける

→ 自分の学びをデザインする力の育成

（２）一人一人の時間割を作成するとは…

教師も子どもたちも「最上位目標」を共有し、
一人一人が唯一無二の成長の物語を創ること

↓

教師による学習カウンセリング→ 時間割 の作成
↓

「個別最適な学び」を教師がコーディネート



教師による学習カウンセリング

① 学習者が、今の自分の学びの状態を知る。
→ 今の自分は何が分かって、何ができるのか。そして、これからは、何が
知りたくて、何ができるようになりたいのか。

② 学習者が、学びの方法・手段を知る。
→ 学びを広げたり、学びを深めたりするのに、何をどうしたら良いのか。

→ 認知特性を活かして。

③ 学習者が、自らの学びの進捗をモニターする。
→ 自らの学びのリフレクション。



Qubenaによる
個々の児童生徒の学びの履歴

個別最適な学びを
教師がコーディネート

カウンセリング

学習者と相談して時間割を作成する。
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キャリアパスポートの作成・学びのリフレクション

→ 自分のキャリアをデザインする力の育成

（３）一人一人 の評価 の在り方

・ ワークシートの活用

・ 単元テストの活用

・ Qubenaの学習ログの活用

・ ポートフォリオによる一人一人の
キャリアパスポートの作成

→ 評価の個別最適化

・ 自分の学びのリフレクション

→ 教師や保護者へのプレゼンテーション

〔
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Qubenaの学習ログの活用





一次プレゼン（教科担当教師）
二次プレゼン（管理職）
三次プレゼン（保護者）







プレゼンテーションの様子をご覧ください。



２ パーソナルトレーニングを充実させる学び舎デザイン
～【文科省】「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」中間報告（概要）より～



～【文科省】「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」中間報告（概要）より～





義務教育学校「大熊町立学び舎ゆめの森」



校舎のプロモーションビデオをご覧ください。



３ 個別学習計画作成に向けた今後の課題

（１）教師の意識改革
ティーチ → （答えのある学び）

↓

伴走者
ファシリテーター →（答えのない学びをともに）
学びのデザイナー

（２）主体的・対話的で深い学びの充実

子どもたちの主体性の発揮

協働的・創造的な学び

自分の学びに対するデザイン力の育成



（３）学力の伸びと定着
→ 各種調査による実態の把握
→ 学力の伸びと非認知能力の相関関係に基づいた

教師による個別最適な学びのコーディネート
→ 学力の伸びと定着を保護者が実感
→ 個別学習計画作成に向けた保護者の理解と協力

（４）標準授業時数
→ Society5.0時代の到来（個別最適な学び
・AIの活用）を見据えた幅のある（目安の）
授業時数

→ 履修主義から修得主義への転換



４ 今後 の展望

【教育のDX化】

【アアルトコンサルティング合同会社との実証事業】

・ 総合教育支援サイトの立ち上げ

～ ゆめの森.com（仮称）～

【テクマトリックス株式会社との連携】
・ 学びの総合支援システム〔教育課程マネジメント、
個別学習計画作成、学びの履歴（評価）、時数管理、

欠席報告、保護者への連絡等〕による一元化



【アアルトコンサルティング合同会社との実証事業 】

総合教育支援サイトの概要




